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被験者 49名、計 98側の BruxCheckerの接触パターンの評価を行った結果、約 80%が大
臼歯部までの接触を認め、加えて約 96%の平衡側接触を認める咬合状態であった。
BruxChecker の接触面積の計測を行い、1 被験者から 2 つ採得した面積の変化を調べた
結果、とくに 0-10mm²の範囲内が 45%を占めていた。また、接触パターンが変化した被







と overbiteとの関係は ODIが大きくなると overbiteが大きくなる傾向であった。歯の
接触面積の大きさで Large、Moderate、Small にグループ分けをし、各グループ間での
前歯部、小臼歯部、大臼歯部の接触面積の差を調べた結果、前歯部の Largeと Moderate
グループ間には有意差は認めなかったが、その他の全ての項目について各グループ間で
有意差を認めた。前歯部、小臼歯部、大臼歯部各領域の面積の大きさによる分類を行っ
て検討した結果、前歯部から大臼歯部へいくにつれて接触面積が大きくなる傾向が 63%
を占めた。以上のことから、ブラキシズムによる歯の接触面積は、前歯部咬合平面と
overbite、ODIの垂直的要素が深く関係しており、ブラキシズムを考慮した咬合治療を
する際には、前方歯群によって歯の接触をコントロールすることが可能であることが示
唆された。 
 
